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Ⅰ はじめに
　「市民的および政治的権利に関する国際規約」（以下、規約）は、救済措置（??????）を受ける






































見解を「委員会が ? 条 ? 項違反を別個に認定した」ものとして紹介している?）。確かに本見解にお
いて、委員会は、「ザイールの国内法の下で、主張された規約の侵害（??????????）に対する効果的
な救済措置がないため、 ? 条 ? 項違反を認定する」?）としている。しかし、本件で通報者は、他に
規約 ? 条と??条違反も主張しており、これらが保障する人権が侵害されたことに対する救済措置が
締約国にはないことを以って規約 ? 条 ? 項違反を主張している?）。また、委員会は規約 ? 条 ? 項の
違反認定をする直前に、同 ? 条と??条の違反認定を行っている?）。従って、本見解は、規約の実体
条項違反を前提とした同 ? 条 ? 項違反認定であると考えることもできる。



















































































約 ? 条 ? 項に関する欧州人権委員会と欧州人権裁判所の判断を挙げ、そこでは通報者の主張は同条


















































議申立の可能性がない事実が、規約 ? 条 ? 項（?）及び（?）が定める効果的な救済措置を受ける
権利の侵害にあたるかどうかについての問題を惹起している」??）として、次のように述べ、かかる
主張を受理不能とした。
　　?「［規約］ ? 条 ? 項は、締約国に対して、規約上の権利を効果的に保護することに加えて、個人が、これ
らの権利に関する主張をするために、アクセス可能で効果的かつ執行可能な救済措置をも有することを
確保するよう要請する。委員会は、個人により［規約］ ? 条が援用され得る場合は規約の他の条項が併




うである。しかしながら、規約 ? 条 ? 項（?）は、権限ある司法上、行政上若しくは立法上の機関により、
救済措置を受ける権利が決定されることを確保するよう締約国に義務付ける。侵害が未だ立証されてい
ない場合に、［かかる手続］を利用できないのであれば、規約の保障は無効になるであろう。?［個人の］
主張がいかに価値のない（?????????????）ものであっても、規約 ? 条 ? 項（?）を根拠に、締約国に対







　本件における個人通報は受理不能と委員会により判断されたが、委員会は、規約 ? 条 ? 項に関し
































































月 ? 日に終えた。同月??日より ? 度目の職業斡旋プログラムの業務を開始したが、同月??日及び翌
??月 ? 日と ? 日に、理由を説明せずにこれに参加しなかった。その結果、??月??日の不参加が、 ?
度目の活動要件違反とみなされ、??月??日より通報者の失業手当の給付額は減額された。更に??月
? 日には、??月 ? 日と ? 日の不参加が、 ? 度目の活動要件違反とみなされ、通報者への失業手当の
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これは禁止される強制労働の例外として規約 ? 条 ? 項（?）（ⅳ）が定める作業又は役務に該当する
ため、規約に違反しないとも主張した。






























規約 ? 条と共に読み込んで（??????????????????）、 ? 条 ? 項違反にあたる」と断じた??）。
　委員会は次に、規約 ? 条に関する本案審査へと移った。委員会は、強制労働とされる行為が多岐































約に基づき弁論し得るに足る十分根拠の確かな」主張であると認め、規約 ? 条 ? 項違反を認定した。
しかも、実体条項である規約 ? 条違反の主張に対する本案審査よりも先に同 ? 条 ? 項違反の主張を
検討していることからも、委員会は、規約 ? 条 ? 項違反は実体条項の違反を前提とせずに認定され


















を理由に、委員会は「規約 ? 条に関連して（??????????????????）、締約国は ? 条 ? 項を侵害したこ
とを認定する」とした。そして、「規約 ? 条に関連して ? 条 ? 項違反が認定され、拷問の主張に関
連する本件事案の検討が［締約国の］高等裁判所で継続中である点から、委員会は、…規約 ? 条の
みの違反がありうるかどうかの決定をする必要性はないと考える」と述べた??）。本件では、違反
認定されたのが規約 ? 条 ? 項のどの号なのかは明確ではなく、また???????????????????事件の見解











と思われるが、それらは今後の委員会の規約 ? 条 ? 項に関する解釈の蓄積を待って、改めて行いた
い。
??）???????????????????????????????????????????????????????
??）?????????????????
??）小畑前掲論文、??－??頁、参照。
［追記］?本稿は、拙文「失業手当受給要件としての労働義務の自由権規約適合性」（『国際人権』???????????年、???????頁）と
その内容が重複する部分があることをお断りしておきたい。
